
１ 総住宅数と総世帯数

○ 平成 30年 10月 1日現在における総住宅数は 659,500戸、総世帯数は 557,700世帯で、総住宅数
が総世帯数を 101,800戸上回った。
平成 25年（前回）と比べると、総住宅数は 600戸減少（0.1％減）しており、総世帯数は 1,400

世帯減少（0.3％減）した。なお、全国の総住宅数、総世帯数は増加した。
○ 昭和 38年以前には、総世帯数が総住宅数を上回っていたが、昭和 43年に逆転し、その後も総住
宅数は総世帯数を上回り続けている。なお、この傾向は全国でも同様である。＜表 1、図１＞

○ 都道府県別での順位をみると、平成 20年から平成 25年の住宅の増減率は 4.6％増となり全国 19
位と高い位置であったが、平成 25年から平成 30年の住宅の増減率は 0.1％減となり全国 44位と低
下した。

＜表１、図１、付表１＞

  

表１　総住宅数、総世帯数の推移（昭和38年～平成30年）
単位：戸、世帯、％

総住宅数 増減率 総世帯数 増減率
昭和38年 364,000 - 373,000 -

43年 383,620 5.4 380,150 1.9
48年 417,200 8.8 403,300 6.1
53年 459,300 10.1 436,100 8.1
58年 495,600 7.9 463,800 6.4
63年 533,000 7.5 482,200 4.0

平成 5年 544,600 2.2 494,600 2.6
10年 586,000 7.6 522,900 5.7
15年 603,400 3.0 531,200 1.6
20年 631,100 4.6 543,900 2.4
25年 660,100 4.6 559,100 2.8
30年 659,500 △ 0.1 557,700 △ 0.3
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